
今
回
の
研
究
大
会
は
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
学
会
と
初
の

共
催
で
、
十
月
一
六
日
、

一
七
日
の
両
日
、
信
州
短

期
大
学
（
長
野
県
佐
久
市
）

で
開
催
さ
れ
た
。

佐
久
市
は
こ
れ
ま
で
開

催
さ
れ
た
地
方
の
会
場
で

は
、
最
も
小
さ
な
市
で
あ

り
、
し
か
も
奥
ま
っ
た
位

置
に
あ
る
と
い
う
印
象
が

あ
る
。
事
実
、
東
京
か
ら

は
新
幹
線
で
一
時
間
二
〇

分
の
距
離
だ
が
、
名
古
屋

や
関
西
か
ら
は
交
通
の
便

に
恵
ま
れ
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
そ
の
た
め
の
心

配
が
あ
っ
た
が
、
日
本
余

暇
学
会
二
〇
名
、
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
会
七
名
、
非
会
員

一
名
、
合
計
二
八
名
の
参

加
が
あ
り
、
ま
ず
ま
ず
大

会
と
し
て
の
形
は
つ
い
た

と
考
え
て
い
る
。

佐
久
も
天
候
異
変
で
妙

に
暖
か
い
不
順
な
天
候
が

続
い
て
い
た
。
し
か
し
、

当
日
は
久
し
ぶ
り
の
秋
晴

れ
、
浅
間
山
、
蓼
科
山
、

八
ヶ
岳
な
ど
佐
久
平

を
囲
む
名
峰
が
皆
さ

ん
を
歓
迎
し
て
い
る

よ
う
で
あ
っ
た
。

初
日
は
理
事
会
、

総
会
に
続
い
て
、
研

究
発
表
が
行
わ
れ
十

人
の
発
表
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
薗
田
会
長
の

発
案
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
で
全
体
会
「
余
暇

研
究
の
あ
ら
た
な
地

平
へ
」
が
開
か
れ
た

が
、
逆
に
少
人
数
の

強
み
を
発
揮
し
て
、

活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
大
い
に
有
意
義
な

場
と
な
っ
た
。
夜
は

二
三
名
の
参
加
で
懇

親
会
、
そ
の
後
、
二

次
会
、
三
次
会
と
流

れ
て
い
っ
た
。

二
日
目
は
、
セ
ー

ラ
・
マ
リ
・
カ
ミ
ン

グ
ス
氏
の
特
別
講
演

「
セ
ー
ラ
の
地
域
お

こ
し
」
と
、
さ
ら
に

「
地
域
文
化
の
力
」

と
題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
セ
ー
ラ

さ
ん
を
中
心
に
佐
々
木
雅

紀
氏
（
ツ
ー
リ
ズ
ム
学
会
）
、

下
島
康
史
氏
（
日
本
余
暇

学
会
）
の
三
人
で
、
下
島

氏
の
名
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
下
、
活
発
に
展
開
さ
れ

た
。セ

ー
ラ
さ
ん
は
こ
れ
ま

で
の
案
内
で
お
知
ら
せ
の

よ
う
に
、
北
信
州
・
小
布

施
町
を
見
事
に

活
性
化
し
た
話

題
の
方
で
あ
る
。

そ
の
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
、
ア
イ
デ
ィ

ア
、
そ
し
て

「
で
き
な
い
の

は
、
し
た
く
な
い
か
ら
」

と
い
う
信
念
と
、
五
〇
年

百
年
先
を
見
据
え
た
精
力

的
な
活
動
に
は
、
全
員
が

驚
か
さ
れ
、
い
た
く
感
銘

を
受
け
た
。
よ
り
詳
細
は

次
号
の
『
余
暇
学
研
究
』

に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
の
大
会
テ
ー
マ
を

「
余
暇
と
地
域
文
化
」
と

し
た
の
は
、
テ
ー
マ
の
重

要
性
と
共
に
各
地
か
ら
来

て
い
た
だ
く
参
加
者
の
皆

様
に
、
佐
久
・
信
州
の
地

域
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ

き
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
弁
当
と
懇
親

会
の
食
事
に
も
こ
だ
わ
り

を
こ
め
、
鯉
、
シ
ナ
ノ
ユ

キ
マ
ス
、
馬
刺
し
、
フ
ナ
、

リ
コ
ボ
ウ
（
茸
）
、
フ
キ

ミ
ソ
、
タ
ニ
シ
等
々
は
信

州
の
食
文
化
で
あ
り
、
差

し
入
れ
の
マ
ツ
タ
ケ
は

地
元
の
山
で
会
員
・
信

州
短
大
の
片
桐
氏
が
そ

の
朝
採
っ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

も
東
信
濃
の
文
化
財
・

遺
跡
を
巡
っ
た
。
北
国

街
道
沿
い
に
、
上
田
城

址
、
小
諸
城
址
、
信
濃

国
分
寺
跡
な
ど
、
駆
け

足
の
「
旅
」
で
あ
っ
た
が
、

も
っ
と
も
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
た
の
は
、
保
存

状
態
が
良
い
「
海
野
宿
」

で
あ
っ
た
。(

写
真
上)

よ
く
喋
っ
た
が
、
ち
っ
と

も
可
愛
く
な
い
ガ
イ
ド
の

評
判
は
い
か
が
だ
っ
た
の

か
？
内
心
忸
怩
た
る
も
の

が
あ
る
が
、
ご
寛
恕
い
た

だ
き
た
い
。
参
加
の
皆
様
、

東
信
の
地
域
文
化
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
で
し
ょ

う
か
？

（
実
行
委
員
長

中
藤
保
則
）
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第14回日本余暇学会
研究大会開催

ツーリズム学会と
共催

～秋晴れの佐久平で～

ソ
ウ
ル
か
ら
東
へ
、
漢

江(
ハ
ン
ガ
ン)

を
百
㌔
ほ

ど
遡
っ
た
渓
谷
に
位
置
す

る
春
川
市
は
、
日
本
で
言

え
ば
長
野
あ
た
り
の
雰
囲

気
の
緑
豊
か
な
落
ち
着
い

た
町
で
あ
る
。
日
本
で
も

大
変
な
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た

「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の
ロ
ケ

地
、
町
は
ず
れ
の
川
の
中

州
に
あ
る
並
木
道
は
い
ま

や
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

で
あ
る
。
こ
の
町
を
会
場

に
「
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ジ
ャ
ー

機
構
」
が
二
年
置
き
に
世

界
各
地
で
開
催
す
る
「
ワ
ー

ル
ド
・
レ
ジ
ャ
ー
総
会
」

が
八
月
二
八
日
か
ら
九
月

二
日
ま
で
市
の
高
台
に
あ

る
江
原
大
学
を
会
場
に
開

か
れ
た
。
筆
者
（
薗
田
）

と
宮
入
恭
平
会
員
は
後
半

の
三
日
間
、
大
学
で
の
研

究
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、

ま
た
、
湖
畔
の
競
技
場
で

同
時
に
開
催
さ
れ
て
い
た

「
ワ
ー
ル
ド
・
レ
ジ
ャ
ー

展
示
会
」
を
訪
ね
、
水
上

ス
キ
ー
や
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
デ
モ
を
見
物
、
レ
ジ
ャ
ー

関
連
の
グ
ー
ズ
や
活
動
紹

介
の
コ
ー
ナ
ー
を
視
察
し

て
き
た
。
韓
国
も
日
本
並

み
の
猛
暑
で
、
お
ま
け
に

日
本
を
外
し
て
韓
国
ま
で

追
い
か
け
て
き
た
台
風
に

遭
遇
す
る
な
ど
、
天
気
は

散
々
だ
っ
た
が
、
ハ
ン
グ

ル
の
洪
水
の
中
で
英
語
と

悪
戦
苦
闘
の
揚
げ
句
、
新

た
な
多
く
の
余
暇
研
究
者

と
知
り
あ
い
、
美
味
し
い

韓
国
料
理
と
マ
ッ
コ
リ
の

酔
い
を
楽
し
ん
だ
。

筆
者
は
こ
の
コ
ン
グ
レ

ス
へ
の
参
加
は
初
め
て
だ

が
、
欧
米
の
レ
ジ
ャ
ー
研

究
者
の
「
総
会
」
と
い
う

触
れ
込
み
に
ふ
さ
わ
し
く
、

そ
の
規
模
に
は
圧
倒
さ
れ

た
。
研
究
大
会
は
正
味
五

日
間
だ
が
、
中
三
日
間
は

連
日
冒
頭
に
各
国
を
代
表

す
る
レ
ジ
ャ
ー
学
者
の
キ
ー

ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
、

つ
い
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
、
研
究
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

続
く
。
研
究
セ
ッ
シ
ョ
ン

は
四
日
間
で
九
つ
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
十
程
度
の
パ
ー

ト
に
分
か
れ
、
各
パ
ー
ト

に
は
三
～
四
人
の
研
究
者

が
配
さ
れ
て
発
表
と
討
議

を
行
う
。
今
回
の
全
体
の

テ
ー
マ
は
「
レ
ジ
ャ
ー
と

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
だ

が
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ

れ
ぞ
れ
に
レ
ジ
ャ
ー
の
理

論
や
政
策
論
、
産
業
論
や

活
動
論
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

角
度
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
に
迫
っ

て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
は
「
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
化
」
を
論
じ
て
著

名
な
ジ
ョ
ー
ジ
・
リ
ッ
ツ
ァ
ー

教
授
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー

チ
を
聴
い
た
が
、
マ
ク
ド

ナ
ル
ダ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を

レ
ジ
ャ
ー
に
応
用
し
て
論

じ
ら
れ
た
も
の
で
、
パ
ラ

ソ
ル
が
整
然
と
並
ぶ
リ
ゾ
ー

ト
の
ビ
ー
チ
風
景
な
ど
印

象
的
な
映
像
に
助
け
ら
れ

て
分
か
り
や
す
か
っ
た
。

宮
入
会
員
は
「
レ
ジ
ャ
ー

と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
題
さ

れ
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
、

埼
玉
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
失
敗
を

巡
る
レ
ポ
ー
ト
を
、
動
画

と
音
楽
を
巧
み
に
組
み
合

わ
せ
て
発
表
し
た
。
こ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
相
方
は
ア

リ
ゾ
ナ
大
学
の
教
授
で
、

宗
教
と
観
光
の
話
を
持
ち

出
し
、
イ
ン
ド
の
寺
院
を

訪
れ
る
観
光
客
の
行

動
を
信
徒
別
に
分
類

し
た
り
し
て
い
た
。

さ
て
、
今
回
の
メ
イ
ン

の
課
題
は
、
こ
の
冬
の
劉

震
龍
教
授
の
来
日
以
来
、

関
わ
り
の
出
来
た
韓
国
余

暇
文
化
学
会
と
の
共
同
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
実
施
で
あ
っ
た
。

こ
の
企
画
が
最
終
的
に
ま

と
ま
っ
た
の
は
訪
韓
直
前

で
、
公
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

載
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
会
場
に
は
韓
国
学

会
の
研
究
者
が
学
生
を
含

め
て
十
数
人
集
ま
り
、
な

か
な
か
活
気
の
あ
る
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
筆
者

は
一
番
手
と
し
て
ま
ず
は

前
の
晩
に
特
訓
し
た
韓
国

語
で
挨
拶
（
分
か
っ
て
も

ら
っ
た
証
拠
に
拍
手
が
出

た
）
、
つ
い
でW

o
r
k

a

n
d
L
e
i
su
r
e
i
n
J
a
p
a

n

と
題
し
て
発
表
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
要

点
を
紹
介
し
な
が
ら
、

日
本
の
近
代
化
と
余
暇
、

余
暇
貧
国
の
現
実
、
今

後
の
課
題
を
話
す
。
拙

い
英
語
だ
が
何
と
か
分

か
っ
て
も
ら
え
た
と
思

う
が
、
そ
の
後
の
質
問

が
よ
く
理
解
で
き
な
い
。

司
会
者
のS

h
i
n

氏
に
応

援
さ
れ
な
が
ら
何
と
か
凌

ぐ
。
宮
入
氏
が
後
を
受
け

て
日
本
の
余
暇
研
究
史
を

テ
キ
ス
ト
も
用
意
し
て
丁

寧
に
語
る
。
次
に
ソ
ウ
ル

総
合
技
術
大
学
の
崔
碩
浩

教
授
が
韓
国
の
余
暇
市
場

分
析
を
行
い
、
数
字
を
示

し
な
が
ら
余
暇
産
業
が
経

済
成
長
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
る
。

大
学
の
講
義
の
よ
う
で
ゆ
っ

く
り
し
た
き
れ
い
な
英
語

で
わ
か
り
や
す
い
。
そ
の

後
の
論
議
で
は
、
日
本
と

韓
国
が
共
有
す
る
問
題
は

多
く
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ

と
研
究
交
流
を
進
め
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
が
改
め

て
確
認
さ
れ
た
。

今
回
痛
感
し
た
の
は
、

日
本
の
研
究
者
の
発
信
力

の
弱
さ
で
あ
る
。
欧
米
の

レ
ジ
ャ
ー
学
者
の
水
準
に

届
く
よ
う
な
研
究
は
少
な

く
な
い
と
思
う
が
、
英
語

で
発
表
し
な
け
れ
ば
欧
米

で
注
目
を
集
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
欧
米
主
導
の
レ
ジ
ャ
ー

研
究
に
対
し
て
、
韓
国
や

中
国
、
さ
ら
に
は
東
南
ア

ジ
ア
に
も
視
野
を
広
げ
た

研
究
活
動
を
進
め
る
こ
と

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

帰
り
道
で
五
年
ぶ
り
に
訪

れ
た
ソ
ウ
ル
の
街
は
、
昼

の
参
鶏
湯
（
サ
ム
ゲ
タ
ン=

鶏
な
べ
料
理
）
の
味
も
夜

の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
も

文
句
な
く
楽
し
め
た
。
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春川（ﾁｭﾝﾁｮﾝ）の夏の夜の夢

世界レジャー総会で得た
新しい課題

薗田碩哉

写真・左から筆者、一人おいて崔教授、

台湾芸術大の劉副教授



昨
年
に
引
き
続
き
、

第
二
回

観
光
・
余

暇
関
係
諸
学
会
共
同

大
会
が
、
九
月
二
五

日
に
東
洋
大
学
白
山

第
二
キ
ャ
ン
パ
ス
を

会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
（
主
催
学
会
：

日
本
国
際
観
光
学
会
、

日
本
余
暇
学
会
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
学

会
。
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
：
日

本
観
光
研
究
学

会
、
日
本
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
会
）
。

井
上
博
文
ツ
ー
リ

ズ
ム
学
会
会
長
に
よ

る
開
会
挨
拶
で
ス
タ
ー

ト
。
午
前
の
部
の
メ

イ
ン
は
安
島
博
幸
立

教
大
学
教
授
に
よ
る

基
調
講
演
。
「
観
光

と
地
域
～

観
光
地
の

価
値
を
め

ぐ
っ
て
～
」

と
題
し
、

観
光
学
の

古
典
と
も

い
え
る
バ

ト
ラ
ー
理

論
に
、
安

島
教
授
に

よ
る
永
年

の
研
究
に

基
づ
く
独

自
の
知
見

を
加
え
て

の
講
演
は
、
大
変
興

味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
。ま

た
基
調
講
演
に

続
き
、
宮
入
余
暇
学

会
理
事
よ
り
、
「
第

十
一
回
世
界
レ
ジ
ャ
ー

会
議
（
韓
国
・
春
川

市
）
」
の
報
告
と
、

ア
ジ
ア
各
国
と
の

「
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
連
携
の

提
案
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を

挟
ん
で
三
つ
の
会
場

で
、
計
一
七
の
研
究

発
表
が
行
な
わ
れ
た
。

日
本
余
暇
学
会
か
ら

は
、
薗
田
碩
哉
会
長
、

佐
藤
生
実
会
員
、
長

谷
川
記
央
会
員
、
宮

入
恭
平
理
事
が
意
欲

的
に
研
究
発
表
を
行

な
っ
た
。

夕
方
か
ら
は
、
飯

嶋
好
彦
実
行
委
員
長

挨
拶
に
続
き
、
学
生

セ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

「
観
光
立
国
日
本

学
生
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン-

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

振
興
に
向
け
て-

」

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
っ

た
。
観
光
学
を
学
ぶ

五
大
学(

参
加
大
学

五
十
音
順
：
桜
美

林
大
学
、
高
崎
経

済
大
学
、
東
洋
大

学
、
日
本
大
学
、

Ｌ
Ｅ
Ｃ
東
京
リ
ー

ガ
ル
マ
イ
ン
ド
大

学)

七
チ
ー
ム
の
男

女
学
生
達
が
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
振
興
策
に

つ
い
て
斬
新
な
プ
ラ

ン
を
披
露
し
合
い
、

そ
の
優
劣
を
競
っ
た
。

学
術
団
体
が
同
種
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催

す
る
こ
と
は
国
内
で

初
の
試
み
で
あ
り
、

プ
ラ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
だ

け
で
な
く
、
期
待
さ

れ
る
効
果
と
実
現
可

能
性
が
評
価
の
対
象

と
な
っ
た
。

な
お
、
審
査
員
は
、

三
宅
二
朗
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ

ル

）

、

伊

藤

綾

（
（
株
）
リ
ク
ル
ー

ト

ゼ
ク
シ
ィ
編
集

長

）

、

尹

起

準

（
（
株
）
ラ
ッ
キ
ー

ツ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
）
、
佐

野
浩
祥
（
立
教
大
学
）
、

宮
入
恭
平
（
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
）
の
各
氏
。

学
生
達
に
よ
る

熱
心
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
そ
の
後
の

厳
正
な
る
審
査

の
結
果
、
桜
美

林
大
学
下
島
ゼ

ミ
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
、
学
生

コ
ン
ペ
初
代
王

座
に
輝
い
た
。

そ
の
後
、
学

生
食
堂
に
場
所

を
移
し
、
共
同

懇
親
会
が
開
か

れ
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
宮

入
余
暇
学
会
理

事
に
よ
る
演
奏
が
あ

り
、
会
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

最
後
に
横
山
秀
司

日
本
観
光
研
究
学
会

会
長
に
よ
る
挨
拶
が

あ
り
、
次
回
共
同
大

会
の
展
望
が
述
べ
ら

れ
た
。
今
後
も
、
余

暇
・
観
光
研
究
者
の

連
携
と
互
い
の
研
鑽

に
期
待
し
た
い
。

（
下
島
康
史
）
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第
二
回

観
光
・
余
暇
関
係
諸
学
会
共
同
大
会

開
催

会費納入のお願い
平成20年度～平成22年度の会費未納
の方に請求書を同封しています。

口座番号:00140-9-729065

加入者名:日本余暇学会

会費:一般会員10,000円

学生会員5,000円

＊新しい学会パンフレットができました。

余暇に関心のある方に、入会をお勧めください。

新
入
会
員
紹
介

小
林
徹

楽
学
の
会

近、中古ピアノ買取り業者の羽振りがいい

らしい。そう言えばうちのピアノも、姉が受験
勉強に切り替わってからというもの、すっかり
埃を被ってしまった。

よく指摘されるように、楽器は、文化資本と
して、その家庭のステイタスを示す恰好の道具
である。高度経済成長期以来、新中間層の拡大

に伴って戦後昭和期に席巻したピアノのお稽古
ブームがその好例である(水野宏美「近代の家
族生活とピアノ文化」『哲學』(慶応義塾大学)

106、2001、pp.59-91)。
ただ、親の方にピア

ノ経験がなかった当時
としては、若干無理も
祟った。ピアノのお稽

古は｢教育ママ｣の象徴
であったし（広田照幸
『日本人のしつけは衰

退したか―「教育する
家族」のゆくえ』講談
社、1999、pp.82-84）、3DKのマンションでの

ピアノ騒音をきっかけとした殺人事件なんてい
うのもあった（高橋一郎「家庭と階級文化―

『中流階級』としてのピアノをめぐって―」柴
野昌山編『文化伝達の社会学』世界思想社、20
01、pp.156-174）。ちなみに、お隣韓国でも大

体状況は一緒だったらしい。
第一次世界大戦前後に「山の手」に居を構え

始め、三味線等の在来文化を誇る「下町」の威

信に対抗する必要があった新中間層にとって、
ピアノのお稽古を中心とする西洋文化の教養は
不可欠だった（竹内洋『教養主義の没落 変わ

りゆくエリート学生文化』中央公論新社、2003、
pp.170-204）。当時の代表的な女性の教養層を

形成した「女学生」や「少女」も、非日常的な
香りのするピアノに憧れ、願わくば女流芸術家
になりたいと夢見たし（今田絵里香『「少女」

の社会史』.勁草書房、2007、pp.107-132、稲
垣恭子『女学校と女学生 教養・たしなみ・モ
ダン文化』中央公論新社、2007、pp.22-31）、

ピアノは、たしなみとしての箏、長唄に加え、
代表的な稽古事になっていくのである（玉川裕
子「お琴から洋琴(ピアノ)へ―山の手令嬢のお

稽古事事情―」『音楽芸術』56(12)、1998、pp.
70-76）。また、新中間層が先取りした、サラ

リーマンに主婦、数人の子どもから成る「家庭」
という家族形態は、それまでの「イエ」とは異
なって「一家団欒」という心性を必要としたか

ら、ピアノは、欧米社会で既にそうであったよ

うに、晩餐や来客時の「家庭音楽」としての役
割が強調されたという事情もある（細川周平
「家庭音楽-団欒にピアノが聞こえ」同研究代

表『近代日本における西洋音楽文化の衝撃と大
衆音楽の形成ｯ黒船から終戦まで』平成11－14
年度科学研究費補助金基盤研究（C）（2）研究

成果報告書、2003、pp.33-43、周東美材「鳴り
響く家庭空間ｯ1910-20年代日本における家庭音
楽の言説」『年報社会学論集』第21号、2008、

pp.95-106）。
しかし、平成の世の

中にあって、「ピアノ
のお稽古」への社会的
まなざしも変化してき

ている。例えば、因果
関係は不確かだが、東
大生のピアノ経験率が

かなり高い、といった
週刊誌の記事も登場し

ている(井上好人「幼児期からのピアノレッス

ンによって身体化された文化資本のゆくえ」
『金沢星稜大学人間科学研究』2(1)、2008、pp.

1-6)。「教育ママ」批判とは隔世の感があるが、
「ピアノのお稽古」の運命やいかに…。

ところで、ここでは「ピアノのお稽古」を例

に見てきたが、現代的な感覚からすると、箏や
三味線、尺八等の邦楽を習っている、と聞いた
方が、むしろ特別な階層を連想するのかもしれ

ない。となると、音楽史上、明治～大正期にか
けてピアノやヴァイオリンにすっかり駆逐され

たように扱われている邦楽はその後どのように
｢伝統｣としての威信を高めていったのだろうか。
余暇・娯楽史の課題の一つかもしれない。
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論壇

「ピアノのお稽古」の行方
―関連研究覚書―

歌川光一（東京大学大学院）


